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定量的に解析 した｡さらに,相分離の後期過程において2次元交換 129XeNMR法を適用 し,1000-
10000nm程度の範囲でドメインサイズの拡大する様子を検出でき畠ことを示した｡
申請者はさらに高圧下でのガスが高分子構造に及ぼす影響を固体 NMR法を用いて検討したO高圧ガ
スは,(1)高分子に圧力媒体として働き,高分子の運動性を低下させる圧力効果と,(2)溶解したガスが高分
子間距離を広げて運動性を促進させる可塑化効果の2つの相反する効果を及ぼし,これらの効果がガス中
での高分子の物性,構造を支配していると考えられている｡ しかし,このような高圧ガスの影響は微視的
なレベルからは十分に検討されていない｡
固体高分解能NMR法は固体高分子の構造を微視的に研究できる方法であるが,高圧下では,その実
験的困難さから行われていない｡申請者はPSを肉厚のガラス管に7MPaの二酸化炭素と共に封じ,セラ
ミックスの回転子におさめて回転することにより,世界で初めて高圧下での固体高分解能 13cNMRの測
定に成功した｡そして,炭酸ガスによるポリスチレンの可塑化の機構を検討し,はじめて,その微視的な
モデルを提出した｡
以上,本申請論文では,高分子ブレンドの構造解析を行うための 129ⅩeNMRを用いた種々の方法論を
詳細に検討し,定量化した｡さらに,高圧下における固体高分解能NMR法を世界で初めて達成すると
ともに,炭酸ガスによるポリスチレンの可塑化のモデルを提出した｡これらの成果は今後,高分子の分野
に大きく貢献するものと思われる｡ 従って,本申請論文は博士 (理学)の学位論文として十分価値あるも
のと認められる｡
なお,本申請論文に報告されている研究業績を中心としてこれに関連した分野について諮問した結果,
合格と認めた｡
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